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No. 摘要出典及科目／期 計算式 1 & 2 3 4 5 6
『工鉱業報告』：
1 売上品総原価 2,310 3,378 5,121 6,508 7,420
『営業報告』に記載された科目名：
2 事務所費 805 1,610
3 営業費 1,757 2,850 2,960
4 工場費 1,505 1,768 3,364 3,658 4,460
5 合計（表2―1の販売費一般管理費） （2＋3＋4） 2,310 3,378 5,121 6,508 7,420
6 差引，一致の証明 （1―5） 0 0 0 0 0
『工鉱業報告』の売上＝ 　
7 『営業報告』の製品販売益 1,455 2,993 3,880 6,373 8,898
8 調整後 ,表2―1の売上総利益に移動分 1,455 2,993 3,880 6,373 8,898
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の「売上品総原価」から前記の通り認識された「販売費一般管理費」を減じた数値を表2 ― 2 ― 2の




値が不明の為，下記表2 ― 2 ― 2にて7期から10期までの「販売費一般管理費率」を加重平均した「販
売費一般管理費率」の8.1％を「売上高」に乗じ，表2 ― 2 ― 2の通り「販売費一般管理費」として
11期から16期までの表2 ― 1損益計算書に認識し計上する。そして，『工鉱業報告』の「売上総原価」
から前記調整後の「販売費一般管理費」を減じ，表2 ― 1の「製品売上原価」に計上する。 
 2.2.3　1期から6期までの製品売上高及び製品売上原価の算定 
 　下記表2 ― 2 ― 3は，表2 ― 2 ― 1及び表2 ― 2 ― 2の資料から計算された，1期から6期までの「製品売上高」
と「製品売上原価」の算定表である。即ち表2 ― 2 ― 2の「売上総利益」を，表2 ― 2 ― 2の7期から16










 　以上により，表2 ― 2 ― 1，表2 ― 2 ― 2，表2 ― 2 ― 3から調整されて，作成された表2 ― 1損益計算書と表








No. 摘要出典及び科目／期 計算式 7 8 9 10 合計 備考
『工鉱業報告』： （7―10期）
1 売上 35,517 34,323 34067 57,241 161,148
2 売上品総原価 32,744 29,734 29,171 48,754
『営業報告』：
3 営業特別費 2,145
4 製品原価外営業費 1,863 1,751 1,697
5 工場特別費 1,794
6 製品原価外工場費 2,115 685 934
7 計（販売費一般管理費） （3＋4＋5＋6） 3,939 3,978 2,436 2,631 12,984
8 販売費一般管理費率 （7／1，％） 11.1% 11.6% 7.2% 4.6% （平均）8.1% 8.1%を11―16期適用
9
差引調整後の数値（表2―1
製品売上原価） （2―7） 28,805 25,756 26,735 46,123
10
差引調整後の数値（表2―1
売上総利益） （1―9） 6,712 8,567 7,332 11,118
11 調整後表2―1売上総利益率 （10／1） 18.9% 25.0% 21.5% 19.4%




売上 44,755 48,857 39,757 43,211 71,020 58,551 467,299
13 調整前の売上品総原価 38,916 42,616 37,455 38,774 62,082 52,179
14
適用される平均販売費一般
管理費率 8.1% 8.1% 8.1% 8.1% 8.1% 8.1%
15
調整後の数値（表2―1販売
費一般管理費） （12×14） 3,625 3,957 3,220 3,500 5,753 4,743
16
差引調整後の数値（表2―1
製品売上原価） （13―15） 35,291 38,659 34,235 35,274 56,329 47,436
17
差引調整後の数値（表2―1




















増益率にて成長性を分析する。流動比率（Current ratio），当座比率（Quick assets ratio）及び
















No. 適用出典及び科目／期 計算式 1 & 2 3 4 5 6
■『工鉱業報告』及び『営業報告』
1 ◆表2―2―1の売上総利益 1,455 2,993 3,880 6,373 8,898
2 ◆表2―2―2の売上総利益率 19.8% 19.8% 19.8% 19.8% 19.8%
3 ◆調整後の数値（表1―1製品売上高） （1／2） 7,348 15,116 19,596 32,187 44,939
















 　流動比率と当座比率は，2期末から6期末迄表2 ― 3の通りであり，流動比率から鑑みれば安全
性は高いと思われるが，当座比率は10数％で推移していて安全とは言えず，まして棚卸資産と
未払込資本金の和が5期迄売上高を超越していて資金需要の緊迫性と脆弱性が現れている。 



































































































































年度／末日 前9／30末 後3／31末 合計 増収率 トラック 乗用車 合計 増産率 人数バス
1937（昭和12） ― 7,348 7,348 ― 3.023 577 3,600 ― U／N
1938（昭和13） 15,116 19,596 34,712 472.4% 3,719 539 4,258 118.3% 4,065
1939（昭和14） 32,187 44,939 77,126 222.2% 10,913 107 11,020 258.8% 5,348
1940（昭和15） 35,517 34,323 69,749 90.4% 13,574 268 13,842 125.6% 6,427
1941（昭和16） 34,067 57,241 91,308 130.9% 14,331 208 14,539 105.0% 5,335
1942（昭和17） 44,755 48,857 93,612 102.5% 16,261 41 16,302 112.1% 7,195
1943（昭和18） 39,757 43,211 82,968 88.6% 9,774 53 9,827 60.3% 7,623
1944（昭和19） 71,020 58,551 129,571 156.2% 12,701 19 12,720 129.4% 7,360
戦前戦時中計 87,571 1,812 89,383
生産比率 98.0% 2.0% 100.0%
1945（昭和20） U／N U／N U／N ― 3,275 ― 3,275 25.7% 3.467
1946（昭和21） U／N U／N U／N ― 5,821 ― 5,821 177.7 6,463
1947（昭和22） U／N U／N U／N ― 3,868 54 3,922 67.4 6,345
1948（昭和23） U／N U／N U／N ― 6,682 21 6,703 170.9 6,481
1949（昭和24） U／N U／N U／N ― 10,589 235 10,824 161.5 7,337
1950（昭和25） U／N 2,070,536 2,070,536 ― 11,243 463 11,706 108.1 5,887
1951（昭和26） 2,129,265 4,348,120 6,477,375 ― 12,758 1,470 14.228 121.5 5,685
戦後計 54,236 2,243 56,479
生産比率 96.0% 4.0% 100.0%
合計 141,807 4,055 145,862





























 　流動比率は，表2 ― 3のとおり，7期から9期までは100％を下回っているが，10期から16期
149.4％と，終始100％を上回っていて申し分がない数値である。 
 　当座比率をみると，7期は15.2％で，8期16.5％，9期23.3％と創業期と同じく資金力は脆





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































四月一日」（岡本藤次郎，1953，237 ― 238ページ）。 
 紡織機械の完成（G自動型織機，ハイドラフト精紡機）は，豊田喜一郎の功績であり，さらに「豊
田佐吉の遺言」にはじまる自動車事業も豊田喜一郎に帰せられるべきものとしている。そして，
自動車事業は創業家二代目「豊田喜一郎の飛躍の端緒」とまで述べている。新事業のよって来る
ところは豊田喜一郎としているかの如くである。 
 　併せて，石田退三による豊田利三郎の豊田の事業における位置については，以下の通りである。 
 「弔辞……［豊田利三郎は］紡績並びに繊維機械製造の事業着々成績を挙ぐるに至るや佐吉
翁の遺志を体して昭和八年故豊田喜一郎氏と共に当時我国の経済並びに工業力を以てして
は何人も躊躇して着手し得なかった国産自動車の製造に多大の犠牲をも顧みず全私財を擲
つの慨を以て之が試作を開始し四年半に亘る研究の結果自動車の製造に確固たる自信を得
……大生産工場トヨタ自動車工業株式会社を建設し〔た〕……昭和二十七年六月十日」（岡
本藤次郎，1953，245ページ）。 
― 40 ―
名古屋学院大学論集
 見られるように，豊田の事業の経営的な決断や主導性にその役割をみており，「豊田喜一郎とと
ともに」新事業に進出したことが述べられているのであった。 
 　とすれば，かつて1938年頃のパンフ「トヨタ」において後景に退いていた豊田喜一郎による
自動車の開発に関する，以下のような評価が全面化したのであった。 
 「自動車工業の黎明に魁けて豊田喜一郎は東京帝国大学工学部出身の機械学者であり，父翁
〔豊田佐吉〕在世の頃から暇さえあれば父に従って，或いは単独に，菜っ葉服を着て，職工
同様の経験を嘗めました。父は織機に生涯を捧げ，彼は機械の中に誕生し成長したのであり
ます。現在〔1938年頃〕トヨタ自動車の指導者として陣頭に立っています」（前掲，『トヨタ』
1938年頃）。 
 豊田における創業家の貢献は，自動車事業がまだ途上である1938年頃には，「佐吉は織機」，「喜
一郎は機械」とされていたが，戦時下のトラック生産によってトヨタ自動車工業が軌道に乗り，
豊田グループ企業の中心となったことで，「豊田佐吉の遺志」という「豊田の企業家精神」は，「豊
田喜一郎の企業家精神」となり，豊田家の新事業への進出は「一人一業」論として定式化される
に至ったのである。そのことは，1958年に刊行された社史，『トヨタ自動車20年史』の中で次の
ように記していることからも納得的と考えられる。 
 　「……日本人の頭と腕で外国製品に負けないものをつくりあげた，佐吉の精神が，やはり
喜一郎に受けつがれていることは，その最初に手がけた国産紡績機の製作にもあらわれてい
ました。さらに，佐吉の「一人一業」の教えは，喜一郎に，自動車工業の確立こそが，生涯
の一業，つまり天職である〔として〕……こうして佐吉の遺志は，喜一郎の強い決意によっ
て貫かれることになったのであります。」（『トヨタ自動車20年史』1958，30ページ） 
 　かくて，「トラックのトヨタ」として，1953年に生産台数で日本最大の自動車会社になるとと
もに（『経済雑誌ダイヤモンド』1959年12月5日），トヨタ自動車の創業者として創業家・豊田
家の二代目豊田喜一郎の「国産化」による「報国」という「企業家精神」が世に知られ，それは
創業家の「一人一業」論として流布することとなったのであった。「豊田佐吉や喜一郎の遺志を，
忠実に理解して，その実現に全力を尽くしている」「豊田家の大番頭」の石田退三と併せての流
布となったのであった（『ダイヤモンド臨時増刊』1959年3月1日，131ページ）。そのことは，
豊田喜一郎が1950年6月にトヨタ自動車工業社長を辞任したのち，1951年5月にトヨタ自動車工
業相談役として復帰し，1952年3月に相談役として亡くなったことに示されるように（尾崎正久，
1955年，228ページ），朝鮮特需による経営拡大にもかかわらず，「乗用車生産を構想した」豊田
喜一郎は豊田家による新事業の建設者として歴史的に位置づけられたのであった（『ダイヤモン
ド』1959年12月5日，100ページ）。豊田喜一郎の企業家精神も歴史的なものとなったのであり，
佐吉に連なるものとなった。かくして，1956年頃のパンフレット『トヨタ自動車工場案内』に
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おいてはトヨタ自動車工業の「トヨタ・テクニカル・センター」において，「発明王豊田佐吉以
来の伝統的技術を中心に，自動車の実験，研究に，日夜シシととりくんでいる」と記述されるの
であった。 
 　しかし，豊田家の企業家精神とともに同時に注目されたのは，トヨタ自動車工業に特有の部品
供給システムであった。 
 「〔トヨタの発展の理由の一つは〕低コスト〔であり〕……その理由には，工場の立地条件そ
の他，いろいろの理由があげられるが，その最大のものは，下請協力工場の低コストであろ
う。トラックの場合でみればトヨタは総価格の七〇％を，傘下の部品会社など，外注に依存
している。……加えて，その安い部品が，生産者の手で，組立ラインまで持ち込まれている。
そのため，部品倉庫は原則として不要。極端な場合は，一日に六回も，一つの下請のトラッ
クがトヨタとの間を往復し，……部品を組立ラインにとどける。他の自動車会社のように，
部品倉庫で納品，しかも大量にというのではない……」（『ダイヤモンド』1959年12月5日，
98ページ） 
 1949年の経営危機と朝鮮特需を切り抜けたなかで構築され，トヨタ自動車工業のあらたな経営
的特徴となった「トヨタ生産方式」が知られ始めていた（さしあたり，笠井雅直・藤井隆久，
2016を参照）。 
 　本稿の作成にあたっては，トヨタ産業技術記念館，名古屋大学附属中央図書館，愛知東邦大
学図書館・下出文庫にお世話になった。さらに，トヨタ自動車工業の営業報告書などの利用に
当たっては，所蔵先の国立国会図書館，名古屋大学大学院経済学研究科附属国際経済政策研究
センター情報資料室，愛知東邦大学図書館下出文庫に大変お世話になった。お礼申しあげたい。 
 　なお，本稿は，名古屋学院大学現代社会学部2016年度研究奨励金による成果である。 
 参考文献 
 愛知県史編さん委員会（2004年）『愛知県史　資料編29　工業1』愛知県。 
 岡本藤次郎（1953年）『豊田紡織株式会社史』日新通商株式会社。 
 岡戸武平（1965年）『闘志乃王冠　石田退三伝』中部経済新聞社。 
 尾崎正久（1955年）『豊田喜一郎氏』自研社。 
 尾崎正久（1962年）『自動車の一生』自研社。 
 尾崎正久（1966年）『石田退三氏自動車伝記』自研社。 
 笠井雅直（2014年）「発明と製造をめぐる両豊田の吸引と反発―豊田自動織機製作所小史―」『名古屋学院大
学論集　社会科学篇』第50巻第4号。 
 笠井雅直（2015年）「戦時下のトヨタ自動車工業―軍需動員としての航空機事業への進出―」『名古屋学院大
学論集　社会科学篇』第52巻第2号。 
― 42 ―
名古屋学院大学論集
 笠井雅直・藤井隆久（2016年）「トヨタ自動車2008年史論―経営史的研究―」『名古屋学院大学論集　社会科
学篇』第52巻第3号。 
協豊会（1967年）『協豊会25年のあゆみ』
 国立国会図書館調査立法考査局（1978年）『わが国自動車工業の史的展開』。 
 武田晴人（1995）「第5章　自動車産業」武田晴人編『日本産業発展のダイナミズム』東京大学出版会。 
 豊田市教育委員会（2003年）『豊田市を先駆けた人々』豊田市。 
 トヨタ自動車工業株式会社（1938年頃）『トヨタ』パンフレット，名古屋大学大学院経済学研究科附属国際経
済政策研究センター所蔵。 
 トヨタ自動車工業株式会社（1955年再版，1933年発行）『豊田佐吉伝』。 
 トヨタ自動車工業株式会社（1967年）『トヨタ自動車30年史』。 
トヨタ自動車工業株式会社（1968年）『トヨタ自動車30年史別巻』
 株式会社豊田自動織機製作所（1951年）『創立25周年　第50期　営業報告書』。 
 毎日新聞社（1981年）『生きる豊田佐吉』毎日新聞社。 
 和田一夫（1998年）「正当性獲得と突出部依存による事業創造〈豊田家の人々―佐吉，喜一郎，英二―〉」伊
丹隆之ほか編『ケースブック日本企業の経営行動　4　企業家の群像と時代の息吹き』有斐閣。 
 和田一夫・由井常彦（2001年）『豊田喜一郎伝』トヨタ自動車工業。 
 渡部茂（1952年）『1950年代の人物風景』人物展望社。 
 
